
【ポイント①】 
学習内容の系統性に注目！ 

 

 

 

□まとめで押さえる言葉 

 を確認し、付けるべき 

 力を焦点化する。 

□付けるべき力を評価す 

 るのに適した適用題を 

 設定する。 

□適用題を自力で解くこ 

 とができているか把握 

 する。 

□まとめや振り返りを確 

 実に行い、学習内容の 

 理解について評価する。 

     

□おさえるべき算数用語を 

 確認する。 

□全員が正しい説明を一人で 

 最初から最後まで言ったり 

 書いたりする場面を設定する。 

       

□問題を解くための知識・技能が前学年まで 

 に身に付いているかどうかを確認する。 

単元到達度評価問題の活用  
子供のつまずきを分析して指導のポイントを探る！ 

単元の学習に入る前に、単元到達度問題を解いてみると・・・。 

大問３は解けない子
が多そうだな…。 

計算問題はできるけど、 

説明する問題が苦手な子
が多いから…。 

到達率は５０％ 
くらいかな？ 

 

 

 

□数値や図形の一部を隠 

 したり、部分的に見せ 

 たりして興味を引く提 

 示を行う。 

□具体物を動かしたり、 

 日常の話題を出したり 

 して、問題場面をイ 

 メージできるように提 

 示する。 

□解決の糸口が見えるよ 

 う、着目させるべき視 

 点を明確にする。 

  

指導のポイントを見付けるのが難しいと思われ
たら、ぜひ「単元到達度評価問題」の解答を御
覧いただき、吹き出しの中の解説を参考にして
ください。 
☆付けるべき力を意識して授業に臨むために、 
 指導のポイントを年間指導計画に書き込む、 
 教科書にメモしたものを貼っておくなどの工夫 
 もおすすめです。 
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事前に「問題が解けない（解けそうにない）原因」を分析して、 
指導のポイントを探ってみましょう！ 

何が原因で解けな
いのでしょうか？ 

単元到達度評価問題６年生（５月）解答より 

ポイント 

３年生では、コンパスで長さを調べる
学習を行っています。コンパスは単
に円をかくだけでなく、与えられた点
から等距離にある点を見付ける道具
でもあるということを、再度おさえる
必要がありますね。 

４つの点、アイウエを直線でつなぐと、
ひし形になることは分かると思うので
すが、その説明ができるだろうか…。 

【ポイント②】適用題で算数用語を使った全員アウトプットを！ 

教科書に類似問題があります。授業で
適用題として扱う際には、半径、交わる
点、辺、ひし形といった算数用語を使っ
てアウトプットすることができるようにし
ましょう。 

２つの円の半径が等しいという
ことは、交わった点とそれぞれ
の円の中心をつなぐ直線は、全
て同じ長さといえるね。 

そうだね。つまり、辺
の長さが全て等しくな
るので、ひし形になる
んだね。 

（単元到達度評価問題 ４年 ６月より） 

（啓林館４年上より） 

この２つを合わせた説明が一人でもできるようにすることが大切です！ 


